
平成２２年度における契約状況のフォローアップ 

 

平成 23 年 8 月 
独立行政法人海洋研究開発機構 

 
1. 平成２０年度と平成２２年度に締結した契約の状況 

（単位：件、億円） 

  
平成２０年度 平成２２年度 比較増△減 見直し計画 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

競争入札等 
(53.0%) (78.6%) (52.6%) (59.0%) (△0.4%) (△19.6%) (72.8%) (82.9%) 

345 374 339 73 △ 6 △ 301 474 395 

企画競争・公募 
(13.5%) (12.8%) (5.1%) (9.1%) (△8.4%) (△3.7%) (13.4%) (11.7%) 

88 61 33 11 △ 55 △ 50 87 56 

競争性のある 

契約（小計） 

(66.5%) (91.4%) (57.7%) (68.1%) (△8.8%) (△23.3%) (86.2%) (94.6%) 

433 435 372 84 △ 61 △ 351 561 451 

競争性のない 

随意契約 

(33.5%) (8.8%) (42.2%) (31.9%) (8.7%) (23.1%) (13.8%) (5.4%) 

218 42 272 39 54 △ 3 90 25 

合 計 
(100%) (100%) (100%) (100.0%) - - (100%) (100%) 

651 477 644 124 △ 7 △ 354 651 476 

（注1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 
（注2） 比較増△減の（ ）書きは、平成２２年度の対２０年度伸率である。 
（注3） 見直し計画の計数等は、「独立行政法人の契約状況の点検・見直しについて（平成 21 年 11 月 17 日閣議決定）」に基

づき公表した見直し計画である。 
 



【20 実績】 
 
 
 
 

一般競争入札・指名競争入札等  
374億円 

（345件） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

企画競争・公募 
61億円 

（88件） 
 

 
 
 

競争性のない随意契約 
金額 42億円（8.8％） 
件数 218件（33.5％） 

 
 
 

【22 実績】 

 

 

 
一般競争入札・指名競争入札等  

73億円 
（339件） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

競争性のない随意契約 
金額 39億円（31.9％） 
件数 272件（42.2％） 

 

（参考）図表 平成２０年度と平成 22 年度に締結した契約の状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（注）「一般競争入札・指名競争入札等」には、不落・不調の随意契約を含む。 

契約全体に占め
る「競争性のある
契約方式」の割合
の対 20 年度実績
比増▲減 
 
金額  
－23.3ポイント 

（351億円減）  
件数  
－8.8ポイント  

（61件減）  

 

【見直し計画】※見直し結果を

20年度実績に当てはめたもの  

 

一般競争入札・指名競争入札等  
395億円 
（474件） 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

企画競争・公募 
56億円 
（87件） 

 
競争性のない随意契約 
金額 25億円（5.4％） 
件数 90件（13.8％） 

 

競争性のある契約方式合計 

金額 451億円（94.6％） 

件数 561件 （86.2％） 

競争性のある契約方式合計 

金額 84億円（68.1％） 

件数 372件 （57.7％） 

競争性のある契約方式合計 

金額 435億円（91.4％） 

件数 433件 （66.5％） 

企画競争・公募 
11億円 

（33件） 

 



2. 見直し計画に掲げた競争性のない随意契約の割合に到達しなかった主な理由 

  研究機器の調達について、海外製品の唯一の代理店、特許の使用許諾をしていない、製造元のみが改修可能なもの等

については、競争性のない随意契約を新規契約したため。 

 
 

3. 平成 22年度において、随意契約から一般競争入札等、企画競争、公募に移行した主な契約 

① 一般競争入札へ移行 

(ア) 平成 22年度「研究船」への船主責任保険及び海上特殊作業保険     0.3億円 

(イ) 「ちきゅう」船主責任保険及び包括賠償責任保険            0.2億円 

② 指名競争入札へ移行 
該当なし 

③ 企画競争へ移行 

該当なし 

④ 公募へ移行 

該当なし 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



4. 一者応札・応募の改善状況 

 
（単位：件、億円） 

 平成 20 年度 平成 22 年度 比較増△減 

２者以上 
件数 112（26.4％） 148（41.7％） 36（15.3％） 

金額 14  （3.1％） 27（32.9％） 14（29.7％） 

１者以下 
件数 312（73.6％） 207（58.3％） △105（△15.3％） 

金額 421（96.9％） 55（67.1％） △365（△29.7％） 

合 計 
件数 424（100％） 355（100％） △69（100％） 

金額 434（100％） 83（100％） △352（100％） 

 (注 1) 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 
(注 2) 合計欄は、競争契約（一般競争、指名競争、企画競争、公募）を行った係数である。 
(注 3) 比較増△減の（ ）書きは、平成２２年度の対２０年度伸率である。 

 
 
 
5．一者応札、一者応募に係る改善方策（URL：http://www.jamstec.go.jp/j/about/procurement/kaizen.html） 

 

http://www.jamstec.go.jp/j/about/procurement/kaizen.html�

